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ReCO2ver Build ～建物CO2循環型室内農業システム～

堀江 優花

背景

CO2分離膜により建物内のCO2を分離・回収し有効活用する循環システム

① 仮説に基づく
ニーズ調査

・ニーズ調査によるアイデアの評価

CO2を排出する建物と、CO2 
を必要としている室内農業を
つなぎ、双方の課題を解決！

建物内で排出される低濃
度CO2は、十分に回収・
活用されていない。

部屋からのCO2回収プロトタイプによる実証実験を目指す！

・分離膜の目標性能決定
・膜性能向上

・共同開発先の探索
・CO2分離装置開発
・CO2利用先の探索
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③ 装置の共同開発先
の探索

② CO₂分離膜による回収可能性
検証と必要性能の明確化

建物由来CO2の排出実態
と変換必要性の調査。
CO2利用先候補の検討。

建物内のCO2回収に必要な条件を
整理し、現状の膜性能と目標性能
ギャップを数値化する。

CO2分離装置の設計・導入を見
据えた共同開発先および有識者
の探索、事業計画の具体化。

内容目的

CO2分離膜で建物の各部屋からCO2を
回収、室内農業で活用し、将来的に
CO2を循環させるシステムを構築する。

CO2 分離膜の作製

価値化

建物のCO2 を室内農業で有効利用

大型エアコン装置メーカー
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